
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和８年度第１回宮古市環境審議会を次のとおり開催しました。 

 

令和８年８月 24 日 

 

宮古市環境審議会 

 

１ 開催日時 

  令和８年８月７日（金） 午後１時 30 分～午後３時 30 分 

 

２ 開催場所 

  市民交流センター１階会議室３ 

 

３ 議題 

  （１）宮古市環境基本計画の実績について 

  （２）自然環境現地調査について 

 

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

 

５ 問い合わせ先 

  市民生活部くらし安全課環境係 電話 0193－68－9078 
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令和８年度第１回宮古市環境審議会会議録 

 

 

１ 開催日時  令和８年８月７日（金）午後１時３０分～３時３０分 

２ 開催場所  市民交流センター１階会議室３ 

３ 出 席 者（13 名） 

関川 實、武内 寛、三浦 秀明、池田 理恵、清水 大輔、在原 麗奈、 

木村 篤人、松本 幸枝、中済 秀美、佐々木 匡、佐々木 真奈美、 

加倉井 理佐、佐々木 和弘 

４ 欠席者（２名） 

   及川 隆一、小川 興隆 

５ 事務局出席者（６名） 

市民生活部                      部長 西村 泰弘  

市民生活部 くらし安全課               課長 和美 邦彦 

市民生活部 くらし安全課環境係           主任 佐藤  駿 

            同係           主事 大下 優美  

同係    きれいなまち推進員 皆川 美歌 

政策推進部 エネルギー推進課 エネルギー推進マネージャー 石田 慎悟 

６ 傍聴者（なし） 

７ 審議会概要 

（１）委嘱状交付 

（２）開 会 

（３）副市長あいさつ 

（４）会長・副会長選出 

委員から「事務局に一任」との声があり、事務局案として会長に関川 實 

  委員を、副会長に武内 寛委員を提案し、全会一致で承認された。 

（５）議 事 

「（１）宮古市環境基本計画の実績について」及び「（２）自然環境現地調査

について」、事務局が資料により説明した。 

その後、質疑応答及び意見等を受ける形式で実施した。要旨は次のとおり。 

（６）閉会
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質疑応答内容 

質問・意見 回答 

【議事(1)「宮古市環境基本計画の実績

について」】 

 

（委員） 

 資料１の右記にある数値の詳細につ

いて把握したい。 

 

 

（委員） 

 チョウセンアカシジミの産卵数につ

いて６回の調査を行ったとのことだ

が、産卵数は増えているか。 

 

 

（委員） 

 希少動植物等の調査実施回数につい

て、昨年度からの減少理由は何か。 

 

 

 

 

（委員） 

・環境騒音の基準値を超過した西公園

について、子どもの声が入った影響は

あるか。 

・また、環境騒音での夜間は何時か。 

 

 

 

 

（委員） 

 １人１日当たりのごみ排出量の目標

値を東日本大震災前までと設定した理

由は。 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 総合計画を引用した指標を定めてお

り、数値の内容に結果を載せているが、

次回以降わかりやすく記載する。 

 

（事務局） 

 令和７年度は田代川流域で約3,400

個、神田川流域で約2,900個、摂待川流

域で約1,000個の産卵数となり、令和６

年度より1,700個ほど増えている。 

 

（事務局） 

 チョウセンアカシジミ産卵数調査を

令和６年度は20回実施していたが、令

和７年度は業務量の削減により調査回

数を６回と減らしたことで昨年度から

減少している。 

 

（事務局） 

・環境騒音の基準値を超過した西公園

は、公園のため子どもの声が入った可

能性はあるが、自動車騒音を集音した

可能性もあるため、令和８年度も引き

続き同地点で環境騒音を計測したい。 

・夜間は午後10時から午前６時までを

夜間としている。 

 

（事務局） 

 東日本大震災以降、１人１日当たり

のごみ排出量が増加した。現在も従前

の排出量より多い実績であり、東日本

大震災前までの数値に戻したいため。 
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（委員） 

 一般廃棄物のリサイクル率が減少し

ている理由は。 

 

 

 

（委員） 

 川井地区には親水空間がひとつもな

いが、道の駅やまびこ館沿いに閉伊川

が流れており、親水空間のひとつにな

らないか。 

 

（委員） 

 山口川は以前環境基準を下回ってい

たと認識しているが、現在はどうか。 

 

 

 

（委員） 

 浄土ヶ浜ビジターセンターの自然観

察会等参加者数が多いが、どのような

ことを実施しているか。 

 

（委員） 

 宮古市はごみの排出量が多いのは何

年前からか。 

 

 

 

【議事(2)「自然環境現地調査につい

て」】 

 

（委員） 

 加倉井委員の旧田老鉱山の植生で記

載の「キハダ（アゲハ食草）」につい

て、アゲハはキハダを食べないため、

ミヤマカラスアゲハに訂正してほし

い。アゲハは一般的にサンショウを食

べる。 

（事務局） 

 近年スーパーが増えたことにより、

スーパーのリサイクルBOXに持ち込む

量が増えて、相対的に小山田ごみ処理

場の持ち込む量が減ったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 山口川の水質の調査は県で実施して

いるが、山口小学校の取り組みとして

水生生物調査の結果を見ると、水質に

変化はない状況。 

 

（委員） 

 イベントとしては、星空観察会や磯

の観察会があり、子ども連れから高齢

者まで参加者層が幅広い。 

 

（事務局） 

震災前からごみの量は市の１人１日

当たりごみ排出量は県平均の数値を上

回った実績が続いている。ごみの減量

化に向けては、“ひと絞り運動”や“3010

運動”の啓発活動を継続したい。 
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（委員） 

 ツマグロヒョウモンは年に３回か４

回程度、幼虫から成虫になるサイクル

のため、繁殖スピードが速い。ツマグ

ロヒョウモンが食べるのは、自然界の

スミレが挙げられるが、庭などにある

パンジーやビオラなどの栽培種も食べ

るため近年増えてきていると推察す

る。 

 

【その他】 

（委員） 

 毎年、河川清掃を実施しているが、

旧道沿いに不法投棄が目立つ。 

 

（委員） 

・シカによる食害や東日本大震災の影

響によりイノシシの生息域が北上して

いるとの情報があるが、自然環境保全

専門委員における調査結果を今後の調

査に活用できれば、大変興味深い知見

が得られると考える。 

・本市は県内においてリサイクル率が

最低水準にあることから、将来的にど

のような効果や市民へのリターンが見

込めるかについて、検討を深める必要

がある。また、ごみ削減（案）だが、

燃やせるごみと資源ごみを集約してご

み袋の使用枚数を削減するとともに、

ごみ袋の色を曜日ごとに統一すること

で分別の選択肢が簡略化され、ごみの

排出量削減につながるのではないか。 

 

（委員） 

 自然環境保全専門委員の調査報告を

聞き、私も参加してみたいと感じた。

浄土ヶ浜ビジターセンターでは昆虫に

関する情報については把握できていな

いため、情報提供をお願いしたい。 
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（委員） 

日本の森・滝・渚全国協議会が８月

20日に開催される予定。市が主催であ

り一般参加も受け付けていると聞いた

ため、関心のある方は参加いただきた

い。 

 

（委員） 

・宮古管内の森林整備面積は年間およ

そ500～600haを間伐・皆伐しており、

宮古市は３分の２ほどを占めている。 

・事業系ごみについては、企業や団体

に対してごみ削減への働きかけを行う

ことで、全体的なごみ削減につながる

とともに、家庭におけるごみ削減への

意識的なハードルの低下にも寄与する

のではないか。 

 

（委員） 

普段は定置網の担当ではないため、

これまでは金額面のみ捉えていたが、

今後は環境の観点から漁獲された魚種

についても着目したい。 

 

（委員） 

・ごみのひと絞り運動については今回

初めて知ったが、今後はごみの分別を

意識するとともに、ごみの排出量削減

にも取り組みたい。 

・子どもに地元食材を使用した給食を

食べさせたいという思いがあり、地産

地消の推進についても関心がある。 

 

（委員） 

自然環境保全専門委員の現地調査と

環境基本計画の実績の関連性について

説明いただきたかった。 
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（委員） 

環境基本計画については指標のみの

報告にとどまっている。実際にどのよ

うな施策をされたかが重要であること

から、具体的な内容についてより詳し

い説明をいただきたかった。 

 

（委員） 

 家庭においては、購入量を意識的に

抑えることによるごみ排出量の削減

や、生ごみのひと絞りを実践していた

が、事業系ごみについては職場におけ

る意識が希薄になっていたと感じた。 

 

（委員） 

今年５月には台湾、７月には栃木県

日光で昆虫の採取を行った。市内では

10年間調査を続けても確認できなかっ

た種を昨年１個体採取することができ

たが、今年は確認に至っていないため、

引き続き調査を継続していく予定であ

る。 

 

（委員） 

 ８月16日まで三浦秀明委員が採取し

た標本を展示した「わくわく昆虫展」

が北上山地民族資料館にて開催されて

いるため、関心のある方はぜひご来場

いただきたい。 

 

 


